
糖尿病が重症化すると足を切断しなければならなくなります 

閉塞性動脈硬化症とは？ 
閉塞性動脈硬化症とは、四肢の血管の動脈硬化によって起こる病気です。 
動脈硬化が進むことで四肢の動脈が閉塞して血液の流れが悪くなり、特に手よりも日常使うことが少
ない、足がしびれたり、歩くのが困難になったりする等の症状が現れます。 

                                                    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検査は両手、両足首の４か所の血
圧を同時に測ります。測る時間は５
分程度です。 

閉塞性動脈硬化症を起こしやすい条件 

① 高血圧 

② 糖尿病（特に合併症がある人は注意！） 

③ 高脂血症 

④ 高尿酸血症 

⑤ 肥満、脂肪の多い食事 

⑥ 男性に多い 

⑦ 喫煙 

⑧ 脳卒中、狭心症などの病気を合併 

⑨ 年齢６０歳以上 

⑩ 腎障害、むくみがある人 

こんなことで見つかることもあります 
① 靴ズレ、圧迫の跡 
② 皮膚の乾燥、ひびわれ 
③ 魚の目、タコ 
④ 外反母趾 

閉塞性動脈硬化症はどのように進むのか？ 

 
 足先がしびれる 、冷たく感じる 

 
  間歇性破

かんけつせいは

行
こう

 
一定の距離を歩くと筋肉の痛み・ 
ひきつりを感じて歩けなくなる。 
休息すると回復し、再び歩くようになる 

 
安静時疼痛     

夜間などに足が強く痛む 
 
 

 潰瘍や壊死
え し

  
見た目にも明らかに異常が現れ、 
やがて切断に。 

１度 

2 度 

3 度 

4 度 

① 脈波伝播速度 血管の硬さ 
心臓から押し出された血液が血管を通じて手や
足に届く速度。血管が硬いほど、速度が速くな
る。 

② 上半身と下半身の血圧の比 

   血管のつまり具合 
足首と腕の血圧を測ると血管の内側が狭くなっ
ている程度がわかる。足の血管が詰まっている
と、血流が悪くなり、腕の血圧より足の血圧の方
が低くなる。 

 

 

 

閉塞性動脈硬化症を起こしていなければ、
足の脈がふれる 

脈のふれるところ 

 

（参考）血圧脈波検査（ＰＷ
Ｖ）では何を測るのか 

膝
の
う
ら 

太
も
も 

く
る
ぶ
し
の
後
ろ 

足
の
甲 
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参考資料：糖尿病治療ガイド 2006－2007（日本糖尿病学会） 
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